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【 二上山に沈む夕陽 】

～ 桧原神社 二上山に沈む夕日 ～

桧
原
神
社
は
、
大
神
神
社
か
ら
北
へ
約
一
キ
ロ
ほ
ど

離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
玄
賓
庵
の
少
し
北
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
地
は
、
『
日
本
書
紀
』
に
見
ら
れ
る
倭
の
笠
縫

か
さ
ぬ
い

邑
の
推
定
地
で
あ
り
、
宮
中
で
祀
ら
れ
て
き
た
天
照

の
む
ら

大
神
が
こ
こ
に
遷
し
祀
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
天

照
大
神
が
伊
勢
に
遷
さ
れ
た
後
も
祀
ら
れ
て
き
た
こ

と
か
ら
、
「
元
伊
勢
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

本
殿
は
な
く
、
三
輪
山
を
ご
神
体
と
し
、
昭
和

四
〇
年
に
復
元
さ
れ
た
三
ツ
鳥
居
が
玉
垣
内
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
神
社
か
ら
西
に
続
く
檜
原
台
地
は
大

和
国
中
を
一
望
す
る
絶
好
の
地
で
す
。
春
分
、
秋
分
の

こ
ろ
、
神
社
の
正
面
に
見
え
る
二
上
山
に
夕
日
が
沈
む

様
子
は
幻
想
的
で
す
。

（
桜
井
市

三
輪
）


